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Chapter 1. なぜ私は海主な経歴

2002年 東京農業大学 応用生物化学部醸造学科 卒
2002年 味の素株式会社 入社
2009年7月 柴沼醤油醸造株式会社 入社
2010年 海外輸出開始（豪州メルボルン）
2017年7月 輸出入専門販売商社

株式会社柴沼醤油インターナショナル設立
2023年6月 2023年現在世界62ヶ国への醤油・調味料の

海外輸出を展開
中小食品メーカーの輸出コンサルティングや
県・自治体との輸出の取り組みも行なっている。







【柴沼醤油醸造 外観】



【杉の木桶】 【木桶仕込み醤油】



メーカー
醤油・調味料の
輸出事業

商品開発
協力会社との

製造・販売・輸出
事業

輸出
コンサルティング

事業
(県・自治体
メーカー)

【事業内容】



Chapter 1. なぜ私は海外を目指したのか？





Chapter ２. 海外進出を成功させるには？



その国を好きになって
市場・嗜好・文化・レギュレ
ーションなどを理解する

Face to Face の
コミュニケーション

ブランドを意識
すること





Chapter ３. 現状の海外展開



62
Countries



【海外専用商品一覧（約４００種類）】
※グルテンフリー（小麦free）・オーガニック（有機）・アルコー
ルフリー（ハラル）・GMOフリー（遺伝子組み換え）など

※醤油（濃口・減塩・淡口・たまり・甘口）・タレ（照焼・焼き
鳥・うなぎなど）・ラーメンスープ・つゆ・ドレッシングなど



【テイクアウト醤油商品一覧】
※デザイン・サイズ（５ml～１５mlなど国によりサイズ変更）・
言語対応・味の調整など各国の要望を聞き取りながら



【業務用商品から小売り用・テイクアウト商品など】
※様々なお客様の業態に応じてニーズを拾い対応します



Chapter ３. ASEAN市場 での取り組み



【アセアン市場輸出国】



ASEAN加盟国への輸出
取り組み実績一例

シンガポールでの取り組みマレーシアでの取り組み



ASEAN加盟国への輸出
取り組み実績一例

タイ バンコクの食品展示会
Thaifex タイ市場での商品展開



Daisho Thailand社との現地合弁企業設立



タイの大手日本食品輸入卸企業

Daisho (Thailand) Co.,Ltd.
1999年創業 バンコクBang Na区に拠点

日本食品の輸入・卸売りの日系インポーター
(母体はシンガポール）

ダイショーグループは
シンガポール、マレーシア、インドネシアにも

グループ企業を展開しており輸入・卸売りに加え
寿司・和食レストランを約90店舗展開している。



【課題】
・タイはここ数年で食品の輸入の登録作業などが厳しくなり、登録に

時間とお金が非常にかかり弊社のスピーディーな商品開発・商品
輸出が出来なくなってきている。

・タイダイショーも現地日本食輸入商社が近年増えてきており価格だ
け安い類似品などを販売したり中国・韓国品の類似商品を販売する
競合他社が増えてきている

【解決の方向性】
・２社でそれぞれの強みを活かし弊社は原料の醤油をバルクでタイに
送り商品レシピや工場の機械設備関係のメーカー機能を受け持つ。ダ
イショー社は工場の場所（EC配送センター内部）や人員・営業・配送な
ど卸機能としての強みを活かして業務を分担して合弁でタレ・ソース会
社を設立（Daisho Thailand Udomsuk Plantバンコク近郊ウドムスックの
工場）

【今後の展望】
・タイの工場をアジアのハブとしてタイ国内だけでなくアジア将来的には
中東などハラル対応の国などにも輸出展開を進める



ご清聴頂き、ありがとうございました。


